
高知県赤十字血液センター 

学術・品質情報課  門田 広 

   輸血検査の考え方 

第1回高知県輸血勉強会 



はじめに 

どの施設でもできること     

用手法についての内容 

問い合わせ時に必要なこと 



本日の範囲 

抗体スクリーニング 

クロスマッチ 

ABO、Rh 

亜型精査、不規則抗体同定 

検査依頼 問い合わせ 



本日の内容 

検査の進め方     

赤血球の血液型と抗体 

問い合わせと検査依頼 

その他（輸血副作用） 



    
 

  1. 赤血球の血液型と抗体  



赤血球型抗原 

 

 300種類以上が国際輸血学会に登録されている   
 （平成26年 342抗原） 

  ＊通常輸血で問題となる抗原：10数種類 

    （ABO、Rh、Le、Kidd、Fy、Di、 

                     MNSsなど….) 

  ＊非常に稀に検出される抗原または抗原を 

    欠くもの（まれな血液型） 
 

 

 

 



赤血球抗体 

規則抗体（完全抗体） 

不規則抗体 

ＡＢＯ式血液型の抗Ａ抗体、抗Ｂ抗体 

ＡＢＯ式血液型以外の血液型に対する抗体 

自然に持つ場合（ＩｇＭ型） 

輸血や妊娠により産生される場合（ＩｇＧ型） 
      （血管外溶血） 

ＩｇＭ型  （血管内溶血） 



赤血球型検査（赤血球系検査）ガイドラインについて 
  （日本輸血細胞治療学会雑誌 60，2014.会告н） 

         不規則抗体の血液型特異性と輸血用血液の選択 
抗体の特異性        臨床的意義     輸血用血液の選択 

Rh           あり        抗原陰性 

Duffy           あり        抗原陰性 

Kidd           あり        抗原陰性 

Diego           あり        抗原陰性 

S、s           あり        抗原陰性 

Kell           あり        抗原陰性 

M、Lea （間接抗グロブリン試験＊：陽性）       まれ                抗原陰性 
M、Lea （間接抗グロブリン試験＊：陰性）      なし        選択の必要なし 

Leb 、P1、N               なし        選択の必要なし 

Xga           なし        選択の必要なし 

高頻度抗原に対する抗体 

JMH、Knops、Cost、Ch／Rg   なし        選択の必要なし 

Ｊｒa                   まれ        抗原陰性が望ましい 

その他の高頻度・低頻度抗原       特異性、症例       輸血認定医、輸血認定技師 

に対する抗体                               により異なる         または専門機関に相談 
＊ 反応増強剤無添加･間接抗グロブリン試験（37℃,60分）                                                    

（一部改変） 

                                   



「抗原陰性血」として重要な抗原 

1% 99% 

C, 

Jka, 

Lea, 

E, 

Jkb, 

Dia, 

Fya 

Dib 

Jra 

Bombay 

-D- 

Ko 

など 

c, 

M, 

S 

Leb, P1, N，Xga 

e 

Fyb 

抗原陰性血（11抗原） 

抗体の臨床的意義が 

ない抗原 

10% 90% 

まれ血 
Cw 

V 

K 

Kpa 

Jsa 

Lua 

など 

•在庫血液からの検索 •冷凍血液（10年保管） 
•登録者への献血依頼 

•（在庫血液からの検索） 

日本人の抗原頻度 

（日赤内部資料より） 



I ( ʠ Ӧʠ˲ǲʝ˲  
Bombay           para-Bombay      Mk/M k       En(a-)       MiV /MiV   

Nsat/Nsat             S-/s-/U-          p            Pk             Rhnull          Rhmod    

-D-          cD-           LW(a-b-)         Lu(a-b-)           In(Lu) 

Ko      Kp(a+b-)       Kp(a-b-)         K14-       k-      Kmod       McLeod 

Fy(a-b-)       Jk(a-b-)       I-           Ge:-2,-3            Lan-            IFC-    

UMC-       Dr(a-)         Gy(a-)         Ok(a-)         JMH-        Er(a-) 

II 群（数百人～数千人に一人） 

S-         Fy(a-b+)       Di(a+b-)       Jr(a-)   Do(a+b-Ṗ     

ǲǑǘȒȅȓǱ Ḍ 
検出頻度が１％以下の血液型 



    
 

    2. 検査の進め方  



輸血検査のポイントは３つ 

1. 患者情報の把握 

2. 反応を示す検査方法 

3. 反応温度 

区分 

 ・患者疾患の影響による反応 

 ・輸血に対する影響の有無 

   （自然抗体、免疫抗体、自己抗体） 



ABO式 



   オモテ検査・ウラ検査不一致の原因 
 

1. ＡＢＯ抗原の減弱（欠如） 
 

  ABO式 亜型、キメラ、モザイク     

 A 型・・A3、AX、Am、Ael 

 B 型・・B3、BX、Bm、Bel 

 AB型・・A2B3、A1BX、A1Bm 

           *CisAB(A2B3／０) 

       
 

 

 

 



     オモテ検査・ウラ検査不一致の原因 
 

  2.  後天性の抗原異常 
    血液疾患（白血病、ＭＤＳ、ホジキンリンパ腫） 
    消化器系の感染症（細菌の酵素による） 
         後天性獲得Ｂ 

 3.  自己抗体感作 

 4. 赤血球膜の変化 
    感染症・敗血症（細菌の酵素による） 
         汎血球凝集反応 

 5. ＡＢＯ型違い輸血後、造血幹細胞移植後 
 

        

 

 

 

 



ABO  式血液型 亜型等一覧 （例） 

亜型等 
オモテ検査 ウラ検査 

抗 A  抗 B A  血球 B 血球 

A  １ B ３ ４ + １ + 
mf  0 0 

CisA  ２ B ３ ３ + １ + 0 １ + 

Bm  0 0 ４ + 0 

キメラ、モザイク ２ + 
mf  0 0 ４ + 

獲得性 B ４ + ２ + 0 ４ + 

抗原の減弱 １ + 0 0 ４ + 



ＡＢＯウラ試験と抗体スクリーニング（生食法）は
検査方法の原理は同じで、使用血球が違うだけ 

ＡＢＯ式ウラ検査 

抗体スクリーニング 

反応温度 使用血球 

室温 A、B血球 

室温 O血球 生食法 



分類 

（例） 
ウラ検査 

抗体 

スクリーニング 

Ａ 

血球 

Ｂ 

血球 
自己 
対照 

Ｏ 

血球 

自己 

対照 

冷式 

自己抗体 
４ + １ + １ + １ + １ + 

冷式抗体 ４ + １ + 0 １ + 

ＡＢＯ亜型 4+ 0 

0 

0 １ + 0 



 検査の進め方 （ＡＢＯ式） 

オモテ検査 ウラ検査 

正常 異常 

追加試験 

自己対照 

37ϴ加温 

抗体スクリーニング 

判定結果 

             原因？ 

新生児 

無・低γ－グロブリン 

冷式抗体、自己抗体 



 検査の進め方 （ＡＢＯ式） 

オモテ検査 ウラ検査 

異常 

 

正常 

 

追加試験 

吸着解離試験 

トランスフェラーゼ 

アセチル化 

判定結果 

原因？ 
 

ABO亜型 

抗原減弱消失 

獲得性B 



Rh式 



 検査の進め方 （Rh式） 

抗D血清 Rhコントール 

陽性 

 

陰性 

 

判定: Rh(D)陽性 

判定結果 



 検査の進め方 （Rh式） 

抗D血清 Rhコントール 

陰性 

 

陰性 

 

追加試験 

クームス試験 

判定: 保留 

確認 * Rh陰性、Dw、パーシャルD 

判定結果 



 検査の進め方 （Rh式） 

抗D血清 Rhコントール 

陽性 

 

陽性 

 

追加試験 

直接クームス試験 

判定: 保留 

判定結果 



不規則抗体 



検査の考え方 

抗体スクリーニング 

クロスマッチ 

・患者不規則抗体の事前把握 

・頻回輸血患者のモニタリング 

・弱い抗体のチェック 

 ＊事前の適合血選択 

 

・他の要因も含めた血液取り違えチェック 

・輸血前の最終チェック 

 



基本的な輸血検査の手順 

抗体スクリーニング 

クロスマッチ 

輸血の実施 

輸血前検査 

抗体同定 抗体陽性 

適合血選択 

陰性 

適合 

輸血当日 



輸血予定当日に検査 

クロスマッチ 

輸血の中止 

抗体スクリーニング 

不適 

抗体同定 

陽性 

輸血の実施 

適合血選択 クロスマッチ 

適合 

どうすれば 

いいのか？ 



   

 生食法 

 酵素法 

 クームス法 

まれ血、冷式抗体 

Rh式抗体、冷式抗体 

免疫性抗体 

抗体の検査法による特性 



抗体別の反応パターン 

冷式抗体 Ｒｈ抗体 免疫抗体 

生食法 

 

5ϴ 

ＲＴ 

37ϴ 

ブロメリン法 

 

ＲＴ 

通常 

37ϴ 

クームス法 

 

通常 

温生食 



    
検査の進め方 （不規則抗体） 

生食法 

ブロメリン法 

判定結果 

３７ϴ加温 陽性 

 

陰性→冷式 
 
 

陽性→温式 
 

３７ϴ加温 陽性 

 

陰性→冷式 
 
 

陽性→温式 
 



検査の進め方 （不規則抗体） 

間接クームス試験 

検査結果 

陽性 

検体 自己 

陰性 陽性 

判定 

陰性 陽性 保留 

陰性 陰性 陰性 

直接クームス試験 

追加試験 

陽性 陽性 保留 



直接クームス試験 陽性の場合 

追加試験 

血清側 血球側  

抗体陰性 抗体陽性 抗体解離 

特異性確認 

自己抗体吸収 

同種抗体確認 

適合血選択
の必要無 



検査結果陽性時の考え方 

検査結果 

自己抗体 同種抗体 

温式or冷式 

 

温式or冷式 

 

特異性有無 単独or複合 

追加試験 

反応結果 

自己対照 

直クームス 
陽性 陰性 

３７ϴ加温、温生食洗浄 



    
 

  3. 問い合わせ及び検査依頼  



中四国ブロック血液センターの 

基本的な考え方 

・輸血を必要とする患者が、安全で適正かつ効果的な輸血が
受けられるよう、医療機関からの依頼に応じ可能な限り積極的
に輸血関連検査に係る技術協力を行う。 
 

・輸血を必要としないが、医療機関で検査するのが困難な亜型、
まれ血等の検査を実施する。 

・但し、原則として、医療機関で基本的な輸血検査（外注含む）
が行われており、それ以上の検査や精査が困難な場合などに
限って、検査（精査）を行う。 



 

 輸血医療を前提とし医療機関で実施困難な場合に限って
受託する。 

 

 親子鑑定等輸血関連医療以外の目的の検査及び感染症
関連検査については受託しない。 

 

 交差適合試験は、輸血前検査として溶血性副作用防止の
最後の確認検査となる重要な検査であり、医療機関で責任
を持って実施していただく必要があるため受託しない。 

依頼検査に係る受託基準（適応） 



 （１） 原則として、医療機関で患者の基本的な輸血検査（ＡＢ 

    Ｏ血液型、Ｒｈ0（Ｄ）抗原及び不規則抗体スクリーニング 

    検査）が実施され、追加検査や精査が必要となった事例。 
 

 （２） 直ちに輸血の予定はないが、妊娠検診や一般検診時の 

    検査等で発生した亜型や不規則抗体保有等の疑い事例。 
 

 （３） その他医療機関からの問い合わせ等、事前協議により、 

    血液センターで検査（精査）が必要と判断され た事例。 

 

     ＊ABO,Rｈ亜型検査、不規則抗体特異性を確認不能 

      緊急輸血時対応、等々 

受託基準（適応）ー赤血球関連検査ー 



情報収集項目 

患者の病名及び状態確認 (緊急性など) 

各検査方法におけるすべての検査結果 

追加試験 

３７ϴで加温 

温生食で洗浄 (間接クームス試験)  

直接クームス試験 

 
 

間接クームス試験（60分感作） 
 

問い合わせ時 



 依頼対象外 例 

３７ϴで反応しない冷式抗体 

直接クームス陽性で血清中の抗体が陰性 

   （溶血を伴わない場合）  



医療機関 

ブロックセンター 

①問い合わせ 

  初期対応 

③検査依頼 

② 調 整 

④検体送付 

⑤結果報告 

（ＴＥＬ、郵送） 

確認 

契約 

高知センター 

問い合わせ及び検査依頼の流れ 



    
 

  4. その他 （溶血性副作用）  



輸血による副作用 

溶血性（即時性、遅発性） 

血小板不応、ＴＲＡＬＩ、発熱 

赤血球 

白血球 

血小板不応・・・ 

アナフィラキシーショック・・・ 

血小板 

血漿 



 大部分がＡＢＯの不適合異型輸血による
血管内溶血 

 （ Ồ♥ ѝ ̊К  

       溶血性副作用 

① 即時型副作用 

② 遅発型副作用 

 不規則抗体による血管外溶血 

  ♥24 ̊ ♥  



      溶血性副作用（二次応答） 

② 遅発型副作用 

過去の輸血 

今回の輸血 

溶血性副作用 

抗体産生 

抗体価低下 

交差適合試験適合 

力価上昇（輸血後2日～10日） 

注） 抗ＪＫ抗体、抗Ｅ抗体等 



        まとめ 

  

  

 患者が37ϴ反応性の臨床的に意義のある同種抗体
を保有している場合には、対応抗原陰性血を用いる。 

 Ḍ ʥ Ѹ ̱
ὕ ӣ ̑

 

 検体取り違えによるABO不適合輸血を防止するため、

交差適合試験と血液型検査は別の時点で採血された
検体を用いる。 



     一時 休憩。 



   検査結果陽性時の対応 

    

        症例集 



ケース1 
 

    冷式抗体 

 



問い合わせ内容    ABO式血液型不一致 

オモテ検査 ウラ検査 自己対照 

抗 A :   ４＋ 抗 B : 0 A  血球：     １＋ B 血球  : ４＋ 0 

ABO  式血液型      ３７℃加温 

オモテ検査 ウラ検査 自己対照 

抗 A :   ４＋ 抗 B : 0 A  血球  :   0 B 血球  : ４＋ 0 

抗体スクリーニング 生食法 

O  血球 з и й 自己血球 

RT 0 １＋ １＋ － 

37 ϴ 0 0 0 0 

 判定    A  判定   保留 

追加試験:  37ϴ加温、抗体スクリーニング 

凝集消失 

凝集消失 



ケース2 
 

  冷式自己抗体 

 



問い合わせ内容    ABO式血液型不一致 

オモテ検査 ウラ検査 自己対照 

抗 A :   ４＋ 抗 B : 0 A  血球：     ２＋ B 血球  : ４＋ ２＋ 

ABO  式血液型      ３７℃加温 

オモテ検査 ウラ検査 自己対照 

抗 A :   ４＋ 抗 B : 0 A  血球  :   W＋ B 血球  : ４＋ W＋ 

抗体スクリーニング 生食法 
O  血球 з и й 自己血球 

RT ２＋ ２＋ ２＋ ２＋ 

37 ϴ W+ W+ W+ W+ 

 判定    A  判定   保留 

追加試験:  37ϴ加温、抗体スクリーニング、自己抗体吸収 

陽性 

凝集減弱 

凝集減弱 



問い合わせ内容    ABO式血液型不一致 
オモテ検査 ウラ検査 自己対照 

抗 A :   ４＋ 抗 B : 0 A  血球：    ２＋ B 血球  : ４＋ ２＋ 

ABO  式血液型       

オモテ検査 ウラ検査 自己対照 

抗 A :   ４＋ 抗 B : 0 A  血球  :   0 B 血球  : ４＋ 0 

抗体スクリーニング 生食法 

O  血球 з и й 自己血球 

RT 0 0 0 0 

 判定    A  判定   保留 

追加試験:  37ϴ加温、抗体スクリーニング、自己抗体吸収 

陽性 

自己抗体吸収後血清の反応 

凝集消失 

凝集消失 



ケース3 
 

   高蛋白血漿 

 



問い合わせ内容    ABO式血液型不一致 
オモテ検査 ウラ検査 自己対照 

抗 A :   ４＋ 抗 B : 0 A 血球：     ２＋ B 血球  : ４＋ ２＋ 

ABO  式血液型      ３７℃加温 

オモテ検査 ウラ検査 自己対照 

抗 A :   ４＋ 抗 B : 0 A  血球  :   ２＋ B 血球  : ４＋ ２＋ 

抗体スクリーニング 生食法 
O  血球 з и й 自己血球 

RT ２＋ ２＋ ２＋ ２＋ 

37 ϴ ２＋ ２＋ ２＋ ２＋ 

 判定    A  判定   保留 

追加試験:  37ϴ加温、抗体スクリーニング、自己抗体吸収 

陽性 

変化なし 

変化なし 



問い合わせ内容    ABO式血液型不一致 
オモテ検査 ウラ検査 自己対照 

抗 A :   ４＋ 抗 B : 0 A  血球：     ２＋ B 血球  : ４＋ ２＋ 

ABO  式血液型      ３７℃加温 抗体スクリーニング 

 判定    A  判定   保留 

追加試験:  37ϴ加温、抗体スクリーニング、自己抗体吸収 

陽性 

抗体スクリーニング     

O血球 з и й 自己血球 

生食法 ２＋ ２＋ ２＋ ２＋ 

ブロメリン法 １＋ １＋ １＋ １＋ 

クームス法 0 0 0 0 



問い合わせ内容    ABO式血液型不一致 
オモテ検査 ウラ検査 自己対照 

抗 A :   ４＋ 抗 B : 0 A  血球：     ２＋ B 血球  : ４＋ ２＋ 

ABO  式血液型       

オモテ検査 ウラ検査 自己対照 

抗 A :   ４＋ 抗 B : 0 A  血球  :   ２＋ B 血球  : ４＋ ２＋ 

  ３７ϴ 

抗体スクリーニング 生食法 

O  血球 з и й 自己血球 

RT 

 判定    A  判定   保留 

追加試験:  37ϴ加温、抗体スクリーニング、自己抗体吸収 

陽性 

自己抗体吸収後血清の反応 

２＋ ２＋ ２＋ ２＋ 

２＋ ２＋ ２＋ ２＋ 

変化なし 

変化なし 



問い合わせ内容    ABO式血液型不一致 
オモテ検査 ウラ検査 自己対照 

抗 A :   ４＋ 抗 B : 0 A  血球：     ２＋ B 血球  : ４＋ ２＋ 

ABO  

抗体スクリーニング 生食法 

 判定    A  判定   保留 

追加試験:  37ϴ加温、抗体スクリーニング、自己抗体吸収 

陽性 

生理食塩液置換法 

ABO  式血液型 

抗 A :   ４＋ 抗 B : 0 A  血球 :  0 B 血球 : ４＋ 0 

抗体スクリーニング 生食法 

O 血球 з и й 自己血球 

RT 0  0  0 0 

オモテ検査 ウラ検査 自己対照 

凝集消失 

凝集消失 



       
ケース 4 

      抗Ｍ抗体 

 

 

 

 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 3+ 0 1+ 

R2R2 0 0 0 

rr  1+ 0 W + 

Dia  + NT  NT  0 

自己対照 0 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 3+ 1+ 0 1+ 

R2R2 0 0 0 

rr  1+ 0 W + 

Dia  + NT  NT  0 

自己対照 0 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

消失又は 

減弱 
0 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 3+ 0 1+ 

R2R2 0 0 － 

rr  1+ 0 W + 

Dia  + NT  NT  0 

自己対照 0 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

0 

0 

 凝集消失
＊37ϴ反
応性の場
合は変化
なし 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 3+ 0 0 1+ 

R2R2 0 0 0 

rr  1+ 0 0 W + 

Dia  + NT  NT  0 

自己対照 0 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

 凝集消失 



クロスマッチ 

生食法 クームス法 

主試験 3+ 1+ 1+ 

副試験 0 0 

自己対照 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

凝集が
減弱 



クロスマッチ 

生食法 クームス法 

主試験 3+ 1+ 0 

副試験 0 0 

自己対照 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

凝集が消失
＊３７ϴ反応
性の場合は
変化なし 



クロスマッチ 

生食法 クームス法 

主試験 3+ 0 1+ 

副試験 0 0 

自己対照 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

凝集が
消失 



       
ケース 5 

          抗酵素反応 

 

 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 0 4+ 0 

R2R2 0 4+ 0 

rr  0 4+ 0 

Dia  + NT  NT  0 

自己対照 0 4+ 0 

追加試験 

ブロメリン
法は自己
対照含め
すべて強
陽性反応 

*1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 0 4+ 4+ 0 

R2R2 0 4+ 4+ 0 

rr  0 4+ 4+ 0 

Dia  + NT  NT  0 

自己対照 0 4+ 4+ 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

37ϴに加
温しても変
化なし。 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 0 4+ 0 0 

R2R2 0 4+ 0 0 

rr  0 4+ 0 0 

Dia  + NT  NT  0 

自己対照 0 4+ 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

酵素処理血
球の反応は
すべて陰性 



クロスマッチ 

生食法 クームス法 

主試験 0 0 

副試験 0 0 

自己対照 0 0 

追加試験 

備考 

*1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  



       
  ケース6 

         冷式抗体 

        （Ｐ1） 

 

 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 1+ 3+ 1+ 

R2R2 0 1+ 0 

rr  0 0 0 

Dia  + NT  NT  0 

自己対照 0 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 1+ 0 3+ W + 1+ 

R2R2 0 1+ 0 

rr  0 0 0 

Dia  + NT  NT  0 

自己対照 0 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

生食法、ブ
ロメリン法と
も、反応が
消失又は減
弱 

0 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 1+ 3+ 4+ 1+ 

R2R2 0 1+ 2+ 0 

rr  0 0 0 

Dia  + NT  NT  0 

自己対照 0 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

ブロメリン法
の反応が増
強 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 1+ 3+ 1+ 0 

R2R2 0 1+ 0 

rr  0 0 0 

Dia  + NT  NT  0 

自己対照 0 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

温生食で洗
浄後、凝集
消失 



クロスマッチ 

生食法 クームス法 

主試験 1+ 1+ 

副試験 0 0 

自己対照 0 0 

追加試験 

備考 

*1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  



クロスマッチ 

生食法 クームス法 

主試験 1+ 0 1+ 

副試験 0 0 

自己対照 0 0 

追加試験 

備考 

*1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

凝集が
消失又
は減弱 



クロスマッチ 

生食法 クームス法 

主試験 1+ 1+ 0 

副試験 0 0 

自己対照 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

凝集が
消失 



       
ケース 7 
 

      冷式自己抗体 

 

 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 2+ 3+ 1+ 

R2R2 1+ 2+ 0 

rr  1+ 2+ 0 

Dia  + NT  NT  0 

自己対照 3+ 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

自己抗体 

吸収法 

 

*PEG吸収 

*ブロ吸収 2+ 1+ 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 2+ 3+ 1+ 1+ 

R2R2 0 2+ W + 0 

rr  0 2+ W + 0 

Dia  + NT  NT  0 

自己対照 3+ 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

自己抗体 

吸収法 

 

*PEG吸収 

*ブロ吸収 

生食法、ブロ
メリン法とも、
反応が消失
又は減弱 

1+ 

1+ 

2+ 

W + 

W + 1+ 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 2+ 3+ 1+ 

R2R2 1+ 2+ 0 

rr  1+ 2+ 0 

Dia  + NT  NT  0 

自己対照 3+ 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

自己抗体 

吸収法 

 

*PEG吸収 

*ブロ吸収 2+ 1+ 

温生食で
洗浄後、 

凝集消失 

 0 

 0 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 2+ 0 3+ 0 

1+ 

0 

R2R2 1+ 0 2+ 0 － 

rr  1+ 0 2+ 0 － 

Dia  + NT  NT  － 

自己対照 3+ 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

自己抗体 

吸収法 
 

*PEG吸収 

*ブロ吸収 

すべて凝集
消失 

1+ 

2+ 0 0 



クロスマッチ 

生食法 クームス法 

主試験 2+ 1+ 

副試験 0 0 

自己対照 2+ 1+ 

追加試験 

備考 

*1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  



備考 

クロスマッチ 

生食法 クームス法 

主試験 2+ W + 1+ 

副試験 0 0 

自己対照 2+ W + 1+ 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

凝集が
減弱 



備考 

クロスマッチ 

生食法 クームス法 

主試験 2+ 1+ 0 

副試験 0 0 

自己対照 2+ 1+ 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

凝集が
消失 

追加試験  自己抗体吸収後、再検査実施 



クロスマッチ 

生食法 クームス法 

主試験 2+ 0 1+ 0 

副試験 0 0 

自己対照 2+ 0 1+ 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

凝集が
消失 

  自己抗体吸収後の再検査結果 

0 



       
ケース 8 
 

 

      Ｒｈ抗体 （抗Ｅ抗体） 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 0 0 0 

R2R2 0 3+ 3+ 

rr  0 

Dia  + NT  NT  

自己対照 0 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

0 0 

0 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 0 0 0 

R2R2 0 3+ 4+ 3+ 

rr  0 0 0 

Dia  + NT  NT  0 

自己対照 0 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

凝集が
増強 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 0 0 0 

R2R2 0 3+ 3+ 

rr  0 0 0 

Dia  + NT  NT  0 

自己対照 0 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

3+ 

凝集に
変化なし 



クロスマッチ 

生食法 クームス法 

主試験 0 

副試験 0 0 

自己対照 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

3+ 



クロスマッチ 

生食法 クームス法 

主試験 0 3 + 3 + 

副試験 0 0 

自己対照 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

凝集に
変化な
し 



       
ケース 9 

         免疫性抗体  

     (抗Fyaなど) 

 

 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 0 0 0 

R2R2 0 3+ 

rr  0 2+ 

Dia  + NT  NT  2+ 

自己対照 0 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

0 

0 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 0 0 0 

R2R2 0 0 3+ 

rr  0 0 2+ 

Dia  + NT  NT  2+ 

自己対照 0 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

3+ 

2+ 

2+ 

凝集に
変化なし 



クロスマッチ 

生食法 クームス法 

主試験 0 

副試験 0 0 

自己対照 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

3+ 



クロスマッチ 

生食法 クームス法 

主試験 0 

副試験 0 0 

自己対照 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

凝集に
変化なし 

3+ 3+ 



       
ケース10 

           複合抗体  

      (Rh+免疫) 

 

 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 0 0 2+ 

R2R2 0 2+ 4+ 

rr  0 0 2+ 

Dia  + NT  NT  2+ 

自己対照 0 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

反応に強
弱あり 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 0 0 2+ 

R2R2 0 2+ 3+ 4+ 

rr  0 0 2+ 

Dia  + NT  NT  2+ 

自己対照 0 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

反応が 

増強 
 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 0 0 2+ 2+ 

R2R2 0 2+ 4+ 4+ 

rr  0 0 2+ 2+ 

Dia  + NT  NT  2+ 2+ 

自己対照 0 0 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

反応に 

変化なし 



クロスマッチ 

生食法 クームス法 

主試験 0 4+ 

副試験 0 0 

自己対照 0 0 

追加試験 

結果 

*1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  



クロスマッチ 

生食法 クームス法 

主試験 0 4+ 4+ 

副試験 0 0 

自己対照 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

凝集に
変化なし 



       
ケース 11 

           複合抗体  

     (免疫+冷式) 

 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 0 1+ 0 

R2R2 0 1+ 2+ 

rr  1+ 2+ 1+ 

Dia  + NT  NT  W + 

自己対照 0 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 0 1+ 0 

R2R2 0 1+ 2+ 

rr  1+ 2+ 1+ 

Dia  + NT  NT  W + 

自己対照 0 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

0 

0 

 W + 
反応が消失
又は減弱 
 

0 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 0 1+ 0 

R2R2 0 1+ 2+ 

rr  1+ 2+ 1+ 

Dia  + NT  NT  W + 

自己対照 0 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ二段法  

0 

2+ 

0 

反応が消
失又は変
化なし 
 



クロスマッチ 

生食法 クームス法 

主試験 1+ 2+ 

副試験 0 0 

自己対照 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  



クロスマッチ 

生食法 クームス法 

主試験 1+ 0 2+ 

副試験 0 0 

自己対照 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

凝集が
減弱又
は消失 



クロスマッチ 

生食法 クームス法 

主試験 1+ 2+ 2+ 

副試験 0 0 

自己対照 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

凝集に
変化な
し 



       
ケース 12 

         直接クームス陽性  

      (患者)  

 

 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 0 0 

R2R2 0 

rr  

Dia  + NT  NT  

自己対照 0 0 2+ 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

0 

0 

0 

0 0 

0 

0 

直接クー
ムス試験 

 

    陽性 



クロスマッチ 

生食法 クームス法 

主試験 0 0 

副試験 0 2+ 

自己対照 0 2+ 

追加試験 *1・・37ϴ加温  

*4・・ブロ二段法 

*2・・温生食洗浄  

*5・・生食液滴下 

*3・・RTの反応  

*6・・ブロ滴下  

追加試験  直接クームス試験を実施 



       
ケース 13 

       直接クームス陽性  

      (供血者)  

 

 

 

 



抗体スクリーニング 

血球 生食法 ブロメリン法 クームス法 

R1R1 0 0 

R2R2 0 

rr  

Dia  + NT  NT  

自己対照 0 0 0 

0 

0 

0 

0 0 

0 

0 

検査結果   患者抗体スクリーニング陰性 



クロスマッチ 

生食法 クームス法 

主試験 0 2+ 

副試験 0 0 

自己対照 0 0 

追加試験 *1・・37ϴ加温  *2・・温生食洗浄  

追加試験  供血者直接クームス試験実施 



ご清聴ありがとうございました。 


